
第６次十島村総合振興計画

(参考資料）

令和６年３月

十島村
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１ 本資料について

本資料は、第６次十島村総合振興計画策定にあたって、令和４年度

に実施したアンケートの結果である。

回答数は下記のとおり。

・住民 293 名（対象者数 563 名 回収率 52.0％）

・出身者 147 名（対象者数 252 名 回収率 58.3％）

・友好島民 250 名（対象者数 351 名 回収率 71.2％）

・職員 56 名（対象者数 73 名 回収率 76.7％）

２ 目次

住民アンケート結果・・・・・・p.3～25

出身者アンケート結果・・・・・p.26～ 34

友好島民アンケート結果・・・・p.35～ 44

職員アンケート結果・・・・・・p.45～ 57
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住民

（１）回答者の属性

問１ 居住地

問２ 年齢

口之島

17.1%

中之島

18.1%

諏訪之瀬島

12.6%
平島

15.0%

悪石島

15.0%

小宝島

10.6%

宝島

11.6%

居住地(n=293）

20歳未満

6.1%

20代

6.5%

30代

11.9%

40代

13.0%

50代

17.7%

60代

21.8%

70代

14.0%

80歳以上

8.9%

年齢(n=293）
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住民

問３ 職業

問４ 家族構成

農林漁業

15.4%

建設業

1.7%
小売・宿泊業

5.8%

会社員

10.2%

公務員

28.7%

主婦

7.8%

学生

5.8%

無職

15.4%

その他

8.5%

無回答

0.7%

職業(n=293）

単身世帯

38.6%

夫婦のみ

26.3%

二・三世代世帯

（親子、親子と孫）

23.9%

その他

9.9%

無回答

1.4%

家族構成(n=293）
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住民

問５ 居住年数

問６ 十島村との関係

3年未満

31.5%

3年以上10年

未満

17.8%

10年以上

20年未満

15.4%

20年以上

33.9%

無回答

1.4%

居住年数(n=293）

生まれてからずっと

住んでいる（村外で

の生活は学生時代の

みを含む）

8.9%

一旦、島外で働い

ていたが、帰って

きた（Uターン）

31.1%

十島村以外から移住

した（Iターン）

27.6%

仕事の都合で住んで

いる

22.5%

その他

7.8%

無回答

2.0%

十島村との関係(n=293）
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住民

問７ 住宅の種類

問８ 十島村の全体的なイメージ（１０年前と比較して）

持ち家

40.3%

村営住宅（空き家改

修住宅）

27.3%

社宅や寮（教員住宅

を含む）

24.6%

その他

6.5%

無回答

1.4%

住宅の種類(n=293）

大変良くなった

10.4%

良くなった

32.9%

変わっていない

11.4%

少し悪くなった

8.3%

悪くなった

5.9%

分からない

29.4%

無回答

1.7%

十島村のイメージ(n=293）
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住民

12.0 

9.4 

5.4 

13.6 

13.6 

9.7 

5.9 

26.0 

34.0 

27.0 

34.1 

47.7 

45.2 

23.5 

10.0 

20.8 

10.8 

9.1 

9.7 

17.6 

12.0 

7.5 

8.1 

2.3 

4.5 

12.9 

11.8 

8.0 

5.7 

5.4 

4.5 

4.5 

3.2 

8.8 

28.0 

22.6 

40.5 

34.1 

29.5 

19.4 

29.4 

4.0 

2.7 

2.3 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

口之島(n=50)

中之島(n=53)

諏訪之瀬島(n=37)

平島(n=44)

悪石島(n=44)

小宝島(n=31)

宝島(n=34)

十島村のイメージ（地区別）

大変良くなった 良くなった 変わっていない

少し悪くなった 悪くなった わからない

5.6 

10.5 

11.4 

5.3 

13.5 

6.3 

12.2 

19.2 

15.8 

22.9 

28.9 

25.0 

56.3 

36.6 

50.0 

5.3 

11.4 

5.3 

17.3 

12.5 

12.2 

15.4 

5.6 

5.3 

8.6 

10.5 

11.5 

4.7 

12.2 

3.8 

5.3 

2.9 

10.5 

3.8 

4.7 

14.6 

83.3 

57.9 

42.9 

39.5 

28.8 

14.1 

9.8 

3.8 

5.6 

1.6 

2.4 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満(n=18)

20代(n=19)

30代(n=35)

40代(n=38)

50代(n=52)

60代(n=64)

70代(n=41)

80歳以上(n=26)

十島村のイメージ（年齢別）

大変良くなった 良くなった 変わっていない 少し悪くなった

悪くなった わからない 無回答
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住民

問９ 十島村の魅力的な部分

74.7 

18.4 

13.3 

22.5 

12.3 

6.8 

22.9 

1.7 

0 20 40 60 80

豊かな自然

暮らしにゆとりが持てる

固有の文化や伝統

健康的な生活が送れる

結の精神による助け合い

村特有の産物や郷土料理がある

絶海の孤島（貴重性）

無回答

十島村の魅力(n=293）
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住民

51.2 

46.6 

50.0 

35.9 

37.7 

40.0 

40.3 

4.8 

9.1 

8.1 

14.1 

7.8 

14.5 

19.4 

3.6 

3.4 

12.8 

19.5 

9.1 

4.8 

15.5 

13.6 

14.5 

10.3 

19.5 

9.1 

6.5 

7.1 

6.8 

4.8 

11.5 

6.5 

5.5 

6.5 

1.2 

8.0 

3.2 

5.1 

1.3 

5.5 

3.2 

15.5 

10.2 

16.1 

10.3 

7.8 

16.4 

19.4 

1.2 

2.3 

3.2 

0 10 20 30 40 50 60 

口之島(n=84)

中之島(n=88)

諏訪之瀬島(n=62)

平島(n=78)

悪石島(n=77)

小宝島(n=55)

宝島(n=62)

十島村の魅力（地区別）

豊かな自然

暮らしにゆとりが持てる

固有の文化や伝統

健康的な生活が送れる

結の精神による助け合い

村特有の産物や郷土料理がある
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住民

問１０ 十島村の住みやすさ

問１１ 住みやすいと思う理由

とても住みやすい

14.0%

まあまあ住みやすい

50.9%

やや住みにくい

15.7%

とても住みにくい
6.1%

どちらとも言えない

11.9%

無回答

1.4%

十島村の住みやすさ(n=293）

30.5 

37.4 

27.4 

13.2 

19.5 

5.3 

32.1 

3.2 

0 10 20 30 40 50 

生活環境が向上している

地域の人との交流が充実している

生活にゆとりが持てる

子育ての環境・施策が充実している

高齢になっても生きがいがある

就業・産業支援が充実している

困ったときに助けてくれる人がいる

無回答

住みやすいと思う理由(n=190）
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住民

問１２ 住みにくいと思う理由

問１３ 今後も十島村に住み続けたいか

23.4 

39.1 

17.2 

40.6 

15.6 

21.9 

12.5 

7.8 

1.6 

0 10 20 30 40 50 

古い習慣や付き合いがわずらわしい

医療体制が不十分である

就業に不安がある

交通の便が悪い

住環境が悪い

買い物が不便である

災害が心配である

地域に溶け込めない

無回答

住みにくいと思う理由(n=64）

ずっと住み続けたい

28.4%

当分は住み続けたい

33.6%

いずれは転出した

い
17.8%

すぐにでも転出したい

3.1%

特に決めて

いない

14.0%

無回答

3.1%

今後も住み続けたいか(n=293）
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住民

問１４ 地域での定住対策について重要と考える施策

26.0 

37.7 

21.6 

29.5 

31.8 

22.6 

23.5 

24.0 

32.1 

35.1 

34.1 

34.1 

32.3 

47.1 

18.0 

13.2 

18.9 

15.9 

11.4 

32.3 

20.6 

4.0 

3.8 

8.1 

3.2 

2.9 

24.0 

11.3 

10.8 

15.9 

20.5 

6.5 

5.9 

4.0 

1.9 

5.4 

4.5 

2.3 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

口之島(n=50)

中之島(n=53)

諏訪之瀬島(n=37)

平島(n=44)

悪石島(n=44)

小宝島(n=31)

宝島(n=34)

今後も住み続けたいか（地区別）

ずっと住み続けたい 当分は住み続けたい

いずれは転出したい すぐにでも転出したい

特に決めていない 無回答

24.9 

29.4 

21.5 

13.3 

10.9 

52.9 

28.3 

32.1 

8.2 

0 20 40 60 

参加できる地域活動の充実

相談窓口の充実

世話役の設置

地域での役割の分担

農林漁業の体験

働く場の創出

島内・村内経済循環の仕組み作り

人を呼び込むための広報活動

無回答

定住対策の施策(n=293）
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住民

問１５ 十島村が取り組むうえで重要と考えるテーマ

67.6 

41.3 

30.0 

25.3 

14.7 

29.4 

14.7 

17.1 

24.6 

16.4 

11.9 

2.4 

0 20 40 60 80 

安心・安全な暮らし（防災）

就業対策（就業育成・産業振興）

定住対策（関係人口・移住）

生きがいのある暮らし（高齢者福祉・介護）

子育て環境の充実

健康な暮らし（保健・医療）

教育の充実（学校・社会教育・文化）

地域活動の活性化（地域づくり・人材育成）

快適な暮らし（交通・インフラ）

自然の保全（環境衛生・自然保護）

島間の連携強化

無回答

取り組むうえで重要と考えるテーマ(n=293）
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住民

14.0 

18.4 

7.4 

9.4 

11.3 

15.1 

10.9 

20.0 

2.3 

12.2 

15.8 

18.9 

22.0 

16.9 

11.9 

12.7 

9.3 

4.1 

13.7 

10.4 

13.5 

12.8 

11.9 

9.1 

8.2 

4.2 

7.5 

3.5 

14.0 

15.8 

23.6 

7.0 

8.2 

18.9 

9.4 

4.3 

2.0 

4.7 

6.1 

7.4 

10.4 

9.2 

16.9 

13.9 

12.7 

16.3 

4.1 

7.4 

7.5 

8.5 

2.3 

2.0 

9.3 

6.1 

3.2 

6.6 

6.4 

5.8 

10.9 

5.5 

7.0 

14.3 

10.5 

9.4 

14.2 

5.8 

8.9 

5.5 

14.0 

14.3 

7.4 

3.8 

3.5 

5.8 

5.9 

5.5 

14.0 

4.1 

4.2 

6.6 

2.8 

4.1 

4.0 

1.8 

2.3 

0.7 

0.6 

2.0 

3.6 

0 5 10 15 20 25 

20歳未満

(n=43)

20代
(n=49)

30代
(n=95)

40代

(n=106)

50代

(n=141)

60代

(n=172)

70代

(n=101)

80歳以上

(n=55)

重要と考えるテーマ（年齢別）

安心・安全な暮らし

（防災）

就業対策

（就業育成・産業振興）

定住対策

（関係人口・移住）

生きがいのある暮らし

（高齢者福祉・介護）

子育て環境の充実 健康な暮らし

（保健・医療）

教育の充実

（学校・社会教育・文化）

地域活動の活性化

（地域づくり・人材育成）

快適な暮らし

（交通・インフラ）

自然の保全

（衛生・自然保護）

島間の連携強化 無回答
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住民

問１６ 保健・福祉で重要と考えるテーマ

問１７ 子育て支援の施策で重要と考えるテーマ

63.8 

18.8 

23.9 

33.4 

22.5 

20.8 

10.9 

15.4 

11.6 

7.2 

3.8 

0 20 40 60 80 

医療体制の充実

在宅サービスの充実

介護予防対策の充実

手軽な交通手段の確保

家族等への支援体制の強化

在宅環境整備の補助

サービス情報・相談窓口の充実

各種検診等の充実

文化・スポーツ活動の推進

現在のままでよい

無回答

保健・福祉のテーマ(n=293）

47.8 

45.1 

27.0 

22.5 

22.2 

10.6 

10.2 

19.8 

0 20 40 60 

妊娠・出産・産褥に関する支援の充実

小児科医療の確保

子育て支援情報・相談窓口の充実

子育てサロン・育児サークル等の整備

島間交流の充実

食育の推進

思春期保健対策の強化

無回答

子育て支援の施策のテーマ(n=293）
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住民

問１８ 青少年健全育成において重要な施策と考えるテーマ

問１９ 災害に強い村を築くために重要な施策と考えるテーマ

34.1 

30.4 

21.2 

27.3 

22.5 

27.0 

12.3 

17.1 

15.4 

6.1 

15.0 

0 20 40 

教職員の資質向上

教育環境の整備

子育て支援事業の充実

村外学校との交流促進

学校教育の充実

親子留学等山海留学制度の拡充

青少年の勤労体験等・社会参加の推進

世代間交流の充実

伝統行事を取り入れた学校行事の推進

子ども会活動の充実

無回答

青少年健全育成のテーマ (n=293）

58.0 

13.7 

20.8 

25.6 

17.7 

19.5 

11.3 

25.3 

51.2 

4.4 

0 20 40 60 

避難所の整備

災害危険箇所の点検と整備及びマップ作成

定期的な防災訓練の実施

自主防災組織の強化・推進

要援護者対応等の強化

避難所への道路整備

防災知識の普及啓発

食糧の備蓄

電気、ガス、水道（ライフライン）の確保

無回答

災害に強い村を築くためのテーマ(n=293）
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住民

問２０ 農業振興のために重要な施策と考えるテーマ

問２１ 漁業振興のために重要な施策と考えるテーマ

47.1 

48.1 

35.5 

18.8 

18.8 

17.1 

7.5 

10.6 

10.6 

0 20 40 60 

販売ルートの確保

担い手の確保

基盤整備

新しい農産物の開発

地産地消の推進

観光・体験型農業の展開

有機農家の促進

現在のままでよい

無回答

農業振興のためのテーマ (n=293）

42.0 

29.0 

53.6 

24.9 

19.5 

14.3 

10.6 

16.7 

0 20 40 60 

流通経路の整備

漁港の整備

担い手の確保

燃料・漁具等の斡旋

漁場の有効活用

漁業研修による資質向上

瀬渡し・遊漁船等の広報

無回答

漁業振興のためのテーマ (n=293）
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住民

問２２ 農業、畜産、漁業以外でどのような産業を生かした村づくりを進めるべ

きか

問２３ 家庭でインターネットを利用しているか

45.7 

44.0 

29.7 

24.2 

26.6 

15.4 

0 20 40 60 

一次産品を使った食品製造業

（魚の加工、製塩、特産品開発等）

自然・歴史・文化・芸術等、島の宝を生かした観光

交流産業

太陽光・風力・地熱・バイオマス等の再生可能エネ

ルギー産業

観葉植物・薬草等の固有の希少資源を商品化する産

業

健康・介護・福祉サービス業

無回答

農業、畜産、漁業以外の産業振興分野 (n=293）

利用している

（家庭が光回線）

69.6%利用している

（家庭は一般電話回線）
3.4%

利用していない

（使い方が分からない）

12.6%

利用していない

（使い方はわかるが

使用していない）

8.9%

無回答

5.5%

インターネット利用(n=293）
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住民

問２４ スマートフォンを所持しているか

問２４－２ スマートフォンを持っていない理由

スマートフォンのみ

持っている

70.3%

携帯電話のみ持って

いる

14.3%

スマートフォンも携

帯電話も持っている
5.8%

スマートフォンも携

帯電話も持っていな

い
4.4%

無回答
5.1%

スマートフォン所持(n=293）

55.6 

27.8 

13.0 

20.4 

0 20 40 60

自分の生活には必要ない

操作方法が分からない

利用料が高額なため

無回答

スマートフォンを持っていない理由(n=54）
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住民

問２５ インターネットを利用する際の端末の種類

問２６ 普段利用しているインターネットサービス

70.0 

51.2 

33.4 

23.2 

12.6 

6.1 

19.1 

0 20 40 60 80 

スマートフォン

パソコン

タブレット型端末

TV

家庭用ゲーム機

携帯電話・PHS（スマートフォン除く）

無回答

インターネット利用端末 (n=293）

57.3 

46.8 

27.3 

51.2 

56.7 

18.8 

27.0 

15.0 

19.8 

26.3 

16.4 

8.2 

19.5 

0 20 40 60 80 

インターネットショッピング

支払い・決裁（クレジットカード等）

オンラインバンキング

動画・音楽配信

SNS（LINE)

SNS(Twitter）

SNS(Instagram）

SNS(その他）

公的サービス

地図・ナビゲーション

健康管理・運動記録

上記のいずれのサービスも利用していない

無回答

インターネットサービス利用(n=293）
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住民

問２７ インターネットで役場の手続きができれば利用したいか

問２８ 村からのお知らせは主に何を利用して取得しているか

利用する機会があれ

ば利用する
59.0%

利用したいが端末を

持っていない

1.4%

操作方法が分かれば

利用したい

10.9%

利用したいと思わな

い
9.9%

その他

3.8%
無回答

15.0%

インターネットで役場の手続きを利用したいか

(n=293）

防災無線

79.2%

広報誌
5.8%

ホームページ

9.6%

各種説明会

で

0.3%

議員を通じて

0.7%
その他
1.4%

無回答

3.1%

村からのお知らせの取得方法(n=293）
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住民

問２９ 拡充してほしい村からのお知らせの方法

問３０ 村の DX推進について、どのような施策が必要か

防災無線の放送内容

の充実

30.7%

広報誌の情報量の充

実

7.8%

ホームページの情

報量の拡充
14.0%

防災メール（携帯電

話メール）

6.5%

LINEやTwitter等の

アプリ（スマホ等の

SNS）の導入

23.9%

その他

3.4%
無回答

13.7%

拡充してほしいお知らせ方法(n=293）

19.8 

22.5 

9.2 

18.8 

8.9 

17.7 

24.9 

27.0 

0 20

ネット利活用セミナーの開催

マイナンバー普及と活用

（行政サービス・オンライン申請等）

１次産業のデジタル化プロジェクト

GIGAスクール

健康管理アプリの導入

さらなるデジタル基盤の整備

デジタル人材の育成・確保

無回答

村のDX推進で必要な施策 (n=293）
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住民

問３２ 地域の活性化についてどのように関わりたいか

問３３ 村政座談会についての意見

地域のために役に

立ちたい

44.7%

声をかけられれば協

力したい

29.4%

決められた人で頑

張ってもらいたい

4.1%

やりたい人がやれば

よいと思う

5.5%

静かに暮らしたいの

で何もしなくてよい

と思う
4.1% 無回答

12.3%

地域の活性化にどのように関わりたいか(n=293）

現在のままでよい

41.0%

改善したほうが良い
30.7%

なくても良い

7.5%

その他

7.8%

無回答

13.0%

村政座談会についての意見(n=293）
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住民

問３４ 役場（本庁舎）が鹿児島市にあることについて不便か

大いに不便

8.5%

少し不便

35.5%不便は感じない
44.7%

その他
4.1%

無回答
7.2%

役場（本庁舎）が鹿児島市にあることについて

(n=293）

18.0 

5.7 

13.5 

2.3 

6.8 

6.5 

5.9 

34.0 

54.7 

32.4 

20.5 

38.6 

25.8 

35.3 

32.0 

24.5 

40.5 

61.4 

50.0 

64.5 

52.9 

5.7 

5.4 

9.1 

2.3 

3.2 

2.9 

16.0 

9.4 

8.1 

6.8 

2.3 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

口之島

中之島

諏訪之瀬島

平島

悪石島

小宝島

宝島

役場（本庁舎）が鹿児島市にあることについて

（地区別）

大いに不便 少し不便 不便は感じない その他 無回答
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住民

問３５ 出張所の機能について

問３６ 本庁舎移転について

十分である

67.2%

不便を感じている

10.2%

その他

10.6%

無回答

11.9%

出張所の機能について(n=293）

費用やメリット、デ

メリットに関係なく

役場（本庁）は村に

移すべき

6.5%

各島に正職員を配置

してほしい
29.0%

出張所の機能を拡充

してほしい

5.8%

手続きのデジタル化を

実現してほしい
18.4%

現状のままでよい
24.9%

その他

3.1% 無回答

12.3%

本庁舎移転について(n=293）
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出身者

（１）回答者の属性

問１ 出身の島

問２ 年齢

口之島
25.9%

中之島

36.7%
諏訪之瀬島

4.1%

平島

7.5%

悪石島

5.4%

小宝島

5.4%

宝島
12.9%

臥蛇島
1.4%

無回答

0.7%

出身の島(n=147)

20歳未満
0.0%

20代

0.0%

30代

0.0%

40代

0.0%
50代

6.1%

60代

28.6%

70代
46.9%

80歳以上

18.4%

年齢(n=147)
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出身者

問 3 職業（主となる生業）

問４ 現在の居住地

医療・福祉

6.8%

建設業
7.5%

卸売・小売業

1.4%

情報通信業

1.4%

農林漁業

0.0%製造業

4.1%

飲食店サービス業

6.1%
その他

68.0%

無回答

4.8%

職業(n=147)

鹿児島県内

44.9%

九州（鹿児島県除く）

5.4%

関東
13.6%

近畿
26.5%

中部
3.4%

中国・四国
0.7%

東北・北海道

0.7%

無回答
4.8%

現在の居住地(n=147)
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出身者

問５ 転出した主な理由

問６ 親族等が十島村で生活しているか

29.9 

36.7 

4.8 

17.7 

24.5 

2.7 

4.1 

11.6 

0 10 20 30 40 

自分や家族の進学がきっかけ

自分や家族の就職のため

自分や家族の転勤のため

結婚のため

村内に仕事がないため

村内に病院や老人ホームがないため

親や子ども等と同居するため

無回答

転出理由(n=147)

4.1 

27.2 

52.4 

0.7 

40.1 

14.3 

4.8 

0 20 40 60 

親がいる

兄弟・姉妹がいる

親戚がいる

子どもがいる

同級生、友達、知り合いがいる

誰もいない

無回答

親族等が十島村で生活しているか(n=147)
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出身者

問７ どの程度十島村へ帰省しているか

問８ 十島村で暮らしたいと思うか

コロナ禍でなければ

毎年帰省する

11.6%

コロナ禍でなければ

2，3年に1回帰省す

しばらく帰省してい

ない
61.9%

転出後ずっと帰省し

ていない

6.8%

無回答

7.5%

どの程度十島村へ帰省しているか(n=147)

すぐにでも暮らしたい

1.4%

いつかは暮

らしたい

15.0%

暮らせる住居があれば、

二地域居住をしたい

13.6%

帰って暮らすことは

ないと思う

57.8%

その他
7.5%

無回答
4.8%

十島村で暮らしたいか(n=147)
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出身者

問９ 十島村で暮らしたいと思う理由

11.1 

1.4 

44.4 

16.7 

14.5 

3.7 

19.0 

15.9 

3.7 

33.3 

52.4 

56.5 

77.8 

11.1 

9.5 

5.8 

7.4 

2.4 
5.8 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50代(n=9)

60代(n=42)

70代(n=69)

80歳以上(n=27)

十島村で暮らしたいか（年齢別）

すぐにでも暮らしたい

いつかは暮らしたい

暮らせる住居があれば、二地域居住をしたい

帰って暮らすことはないと思う

その他

無回答

愛着があるから

77.3%退職後は帰りたいと

思っていた

4.5%

島のために役に立ち

たいから

6.8%

家族の面倒を見るため

2.3%

都会の生活に疲れたため
0.0%

その他

4.5%

無回答
4.5%

十島村で暮らしたいと思う理由(n=44)
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出身者

問１０ 十島村で暮らすのに何が必要か

問１１ 日頃、十島村はどのような情報があればよいか

53.1 

62.6 

34.0 

20.4 

27.2 

19.0 

1.4 

2.7 

4.1 

0 20 40 60 80

仕事があること

医療・福祉が充実すること

さらに交通が便利になること

島内に売店があること

住民同士の助け合いの精神

豊かな自然環境があること

特に必要なものはない

分からない

無回答

十島村で暮らすのに何が必要か(n=147)

47.6 

40.1 

23.8 

40.8 

44.2 

6.1 

0 20 40 60 

地元観光情報（交通条件、イベント開催等）

Uターン情報（求人・求職、住宅、教育、医療等）

行政情報（行政一般）

特産品情報（入手方法、金額等）

村や地域の出来事

無回答

十島村はどのような情報があればよいか(n=147)
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出身者

問１２ 郷土出身者会などの開催や参加

問１３ 村のためにどのように役立ちたいか

積極的に集まりに参

加している

37.7%

年に１回は開催され

参加している
23.3%

数年おきに参加して

いる

23.3%

全く参加していない

4.8%

集まりがあることも

知らない
2.1% 無回答

8.9%

郷土出身者会などの開催や参加(n=147)

29.3 

7.5 

33.3 

8.8 

9.5 

25.2 

2.0 

10.2 

6.8 

23.8 

0 20 40

役に立つのであれば出来るだけ村に足を運びたい

島にも居住できる家を構えたい

定期的に特産品を購入したい

特産品の開発や販売のお手伝いをしたい

友好島民を勧誘したい

ふるさと納税（寄付）をしたい

企業版ふるさと納税を呼びかけたい

有効に使えるのであれば家や土地を寄付したい

移住者や山海留学生を勧誘したい

無回答

村のためにどのように役立ちたいか(n=147)
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出身者

問１４ 十島村の全体的なイメージ（１０年前と比較して）

大変良くなった

20.4%

良くなった

38.1%

変わっていな

い

12.2%

少し悪くなった

1.4%

悪くなった
2.7%

分からない

19.0%

無回答

6.1%

十島村の全体的なイメージ(n=147)

11.1 

27.9 

18.6 

14.8 

66.7 

37.2 

38.6 

25.9 

11.1 

7.0 

14.3 

14.8 

2.3 

1.4 

4.3 

3.7 

11.1 

23.3 

17.1 

25.9 

2.3 

5.7 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50代(n=9)

60代(n=43)

70代(n=70)

80歳以上(n=27)

十島村の全体的なイメージ（年齢別）

大変良くなった 良くなった 変わっていない 少し悪くなった

悪くなった わからない 無回答
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出身者

問１５ 十島村が存続するために重要と思われるもの

60.5 

20.4 

32.7 

19.7 

27.9 

14.3 

23.1 

22.4 

4.8 

6.1 

8.2 

10.9 

0 20 40 60 80 

人口対策

出産・子育て施策の充実

高齢者福祉の充実

教育、山海留学の推進

農林漁業の振興

特有の伝統や文化の維持保全

交通・流通経済対策

観光の振興

自然保護・再生エネルギーの推進

デジタル化の推進

分からない

無回答

十島村が存続するために重要と思われるもの(n=147)
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友好島民

（１）回答者の属性

問１ 年齢

問２ 職業（主となる生業）

20歳未満

0.0%
20代

0.8%

30代

4.0%

40代

16.4%

50代
19.2%

60代

25.6%

70代
25.2%

80歳以上
8.4%

無回答

0.4%

年齢(n=250)

医療・福祉

6.4%
建設業
6.4%卸売・小売業

3.2%

情報通信業
4.4%

農林漁業

3.6%
製造業
6.8%

飲食店サービス業

2.0%

その他

65.2%

無回答

2.0%

職業(n=250)
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友好島民

問３ 現在の居住地

問４ 十島村を知ったきっかけ

鹿児島県内

28.8%

九州（鹿児島県を除

く）

12.4%
関東

28.0%

近畿
13.2%

中部

12.0%

中国・四国
4.0%

東北・北海道
1.6%

現在の居住地(n=250)

新聞やテレビ等のメ

ディア

24.4%

親族や知人、友達

から聞いた
16.8%

イベントで知った

8.8%

その他

47.2%

無回答
2.8%

十島村を知ったきっかけ(n=250)
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友好島民

問５ どのくらいの頻度で十島村を訪れているか

問６ これまで何回ほど十島村を訪れたことがあるか

コロナ禍でなければ

毎年のように訪れて

いる

14.4%

コロナ禍でなければ

2，3年に１回は訪れ

ている
12.0%

しばらく訪れていな

い

33.6%

その他

34.8%

無回答
5.2%

どのくらいの頻度で十島村を訪れているか(n=250)

1回も訪れたこ

とがない
25%

1回だけ訪れたこ

とがある

20%

2～3回は訪れたこと

がある
14%

同じ島に何度も訪れ

ている

12%

全部の島を訪れたこ

とがある
20%

その他

7%

無回答

2%

これまで何回ほど十島村を訪れたことがあるか

(n=250)
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友好島民

問７ 十島村を訪れた目的は何か

問８ 十島村で暮らしたいと思うか

58.0 

9.4 

6.1 

22.1 

1.1 

17.1 

7.2 

44.2 

0 20 40 60 

観光

釣り

マリンレジャー（釣りを除く）

友人・知人等を訪ねて

ワーケーション

仕事で滞在

研究

無回答

十島村を訪れた目的(n=181)

暮らしたいと思う

7.6%

暮らせる住居があれ

ば、二地域居住をし

たい

16.4%

ワーケーションをし

たい

8.0%

暮らすことはない

と思う

56.0%

その他

11.6%

無回答

0.4%

十島村で暮らしたいと思うか(n=250)
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友好島民

20.0 

12.2 

6.3 

4.7 

6.3 

9.5 

10.0 

24.4 

27.1 

17.2 

11.1 

50.0 

20.0 

12.2 

14.6 

6.3 

1.6 

50.0 

30.0 

41.5 

37.5 

62.5 

68.3 

76.2 

100.0 

20.0 

9.8 

14.6 

9.4 

11.1 

14.3 

1.6 

0 20 40 60 80 100 120

20代

(n=2)

30代

(n=10)

40代
(n=41)

50代

(n=48)

60代

(n=64)

70代

(n=63)

80歳以上
(n=21)

無回答

(n=1)

十島村で暮らしたいと思うか(年齢別)

暮らしたいと思う

暮らせる住居があれば、二地域居住をしたい

ワーケーションをしたい

暮らすことはないと思う

その他

無回答
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友好島民

問９ 十島村で暮らしたいと思う理由

問１０ 十島村で暮らすのに何が必要か

55.0 

45.0 

30.0 

16.7 

63.3 

61.7 

46.7 

0 20 40 60 80 

愛着があるから

仕事があれば暮らしたい

退職後は暮らしたい

家族とゆっくり過ごしたい

釣りや自然が好きだから

島の為に役に立ちたいから

都会の生活より魅力的だから

暮らしたい理由(n=60)

56.8 

56.0 

39.6 

35.2 

30.4 

36.0 

2.4 

4.4 

6.8 

0 20 40 60 

仕事があること

医療・福祉が充実すること

さらに交通が便利になること

島内に売店があること

住民同士の助け合いの精神

豊かな自然環境があること

特に必要なものはない

わからない

無回答

十島村で暮らすのに何が必要か(n=250)
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友好島民

問１１ 日頃、十島村はどのような情報があればよいと思うか

問１２ 村のための活動で希望されるものは何か

73.2 

33.2 

23.6 

44.0 

48.8 

28.0 

4.0 

0 20 40 60 80 

地元観光情報（交通条件、イベント開催等）

Uターン情報（求人・求職、住宅、教育、医療等）

行政情報（行政一般）

特産品情報（入手方法、金額等）

村や地域の出来事

釣りや季節の情報

無回答

必要な情報(n=250)

45.2 

8.4 

46.8 

15.2 

20.0 

34.0 

0.8 

7.6 

8.4 

0 20 40 60 

役に立つのであれば出来るだけ村に足を運びたい

島にも居住できる家を構えたい

定期的に特産品を購入したい

特産品の開発や販売のお手伝いをしたい

友好島民を勧誘したい

ふるさと納税（寄付）をしたい

企業版ふるさと納税を呼びかけたい

移住者や山海留学生を勧誘したい

無回答

村のための活動で希望されるものは何か(n=250)
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友好島民

問１３ 十島村人材バンク制度（自分のスキルを活かしたボランティアの場

合、村の旅行費用の一部を支給する制度）があるのは知っているか

問１４ 十島村の全体的なイメージ（１０年前と比較して）

使ったことがある
0.0%

使いたいと思ってい

る

6.4%

知っているが、使お

うと思わない

4.0%

知らない

86.0%

無回答

3.6%

十島村人材バンク制度を知っているか(n=250)

大変良くなった
9.6%

良くなった

43.2%変わっていない
17.6%

少し悪くなった
2.0%

悪くなった

0.8%

わからない

26.4%

無回答

0.4%

十島村の全体的なイメージ(n=250)
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友好島民

10.0 

9.8 

12.5 

12.5 

6.3 

4.8 

50.0 

50.0 

51.2 

35.4 

39.1 

44.4 

47.6 

100.0 

50.0 

20.0 

19.5 

14.6 

18.8 

14.3 

23.8 

4.2 

4.8 

2.1 

1.6 

20.0 

19.5 

31.3 

28.1 

28.6 

23.8 

1.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

20代

(n=2)

30代

(n=10)

40代

(n=41)

50代

(n=48)

60代
(n=64)

70代

(n=63)

80歳以上

(n=21)

無回答

(n=1)

十島村の全体的なイメージ（年齢別）

大変良くなった 良くなった 変わっていない 少し悪くなった

悪くなった わからない 無回答
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友好島民

問１５ 十島村が存続するために重要と思うものは何か

58.4 

39.6 

34.0 

41.2 

37.6 

50.4 

44.0 

48.8 

34.0 

28.4 

2.0 

1.2 

0 20 40 60 

人口対策

出産・子育て施策の充実

高齢者福祉の充実

教育、山海留学の推進

農林漁業の振興

特有の伝統や文化の維持保全

交通・流通経済対策

観光の振興

自然保護・再生エネルギーの推進

デジタル化の推進

わからない

無回答

存続するために重要と思うもの(n=250)
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職員

（１）回答者の属性

問１ 年齢

問２ 経験年数

30歳未満
26.8%

30代
25.0%

40代

25.0%

50歳以上
23.2%

年齢(n=56）

5年未満

39.3%

5年～10年未満

23.2%

10年～20年未満

12.5%

20年以上

25.0%

経験年数(n=56)
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職員

問３ 十島村の全体的なイメージ（１０年前と比較して）

大変良くなった
3.6%

良くなった

39.3%

変わっていない

17.9%
少し悪くなった

5.4%

悪くなった

0.0%

分からない
33.9%

十島村の全体的なイメージ(n=56)

7.1 

7.7 

26.7 

28.6 

57.1 

46.2 

28.6 

14.3 

30.8 

14.3 

7.7 

73.3 

35.7 

14.3 

7.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 

30歳未満

(n=15)

30代

(n=14)

40代

(n=14)

50歳以上
(n=13)

十島村の全体的なイメージ（年齢別）

大変良くなった 良くなった 変わっていない 少し悪くなった

悪くなった わからない
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職員

問４ 十島村の魅力的な部分

問５ 村の居住環境について、良い点

76.8 

8.9 

32.1 

8.9 

3.6 

7.1 

42.9 

0 20 40 60 80 

豊かな自然

暮らしにゆとりが持てる

固有の文化や伝統

健康的な生活が送れる

結の精神による助け合い

村特有の産物や郷土料理がある

絶海の孤島（貴重性）

十島村の魅力的な部分(n=56)

48.2 

19.6 

8.9 

25.0 

3.6 

3.6 

46.4 

0 20 40 60 

生活環境が向上している

地域の人との交流が充実している

生活にゆとりが持てる

子育ての環境・施策が充実している

高齢になっても生きがいがある

就業・産業支援が充実している

地域の人が助け合って生活している

村の居住環境の良い点(n=56)
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職員

問６ 生活環境の弊害

問７ 地域での定住対策について重要と考えられる施策

30.4 

62.5 

64.3 

51.8 

23.2 

39.3 

51.8 

12.5 

0 20 40 60 80 

古い習慣や付き合いがわずらわしいと思う

医療体制が不十分である

就業先を創出する必要がある

交通の便が悪い

住環境が悪い

買い物が不便である

災害が心配である

地域に溶け込めず孤立している人が多い

生活環境の弊害(n=56)

35.7 

42.9 

35.7 

46.4 

35.7 

41.1 

0 20 40 60 

参加できる地域活動の充実

相談窓口の充実

世話役の設置

地域での役割の選任

農林漁業の体験

人を呼び込むための広報活動

地域での定住対策(n=56)
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職員

問８ 村の定住促進について重要と考えられる施策

問９ 十島村が取り組むうえで重要と考えられるテーマ

73.2 

26.8 

41.1 

21.4 

12.5 

16.1 

14.3 

5.4 

7.1 

21.4 

0 20 40 60 80 

働く場の創出

村内経済循環の仕組み作り

医療体制の充実

定住者向け住宅の整備

定期船の増便

地域組織の充実

人を呼び込むための広報活動

村施策と地域の連携強化

衛生的な生活環境の整備

ワーケーションを含むデジタル化の推進

村の定住促進(n=56)

25.0 

57.1 

30.4 

17.9 

12.5 

32.1 

10.7 

7.1 

30.4 

23.2 

14.3 

0 20 40 60 

安心・安全な暮らし（防災）

就業対策（就業育成・産業振興）

定住対策（関係人口・移住）

生きがいのある暮らし（高齢者福祉・介護）

子育て環境の充実

健康な暮らし（保健・医療）

教育の充実（学校・社会教育・文化）

地域活動の活性化（地域づくり・人材育成）

快適な暮らし（交通・インフラ）

自然の保全（衛生・自然保護）

島間の連携強化

十島村が取り組むうえで重要と考えられるテーマ

(n=56)
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職員

問１０ 保健・福祉で重要と考えられるテーマ

問１１ 子育て支援の施策で重要と考えられるテーマ

75.0 

21.4 

25.0 

25.0 

16.1 

16.1 

16.1 

19.6 

19.6 

0.0 

0 20 40 60 80 

医療体制の充実

在宅サービスの充実

介護予防対策の充実

手軽な交通手段の確保

家族等への支援体制の強化

在宅環境整備の補助

サービス情報・相談窓口の充実

各種検診等の充実

文化・スポーツ活動の推進

現在のままでよい

保健・福祉(n=56)

57.1 

55.4 

25.0 

12.5 

30.4 

8.9 

10.7 

0 20 40 60 

妊娠・出産・産褥に関する支援の充実

小児科医療の確保

子育て支援情報・相談窓口の充実

子育てサロン・育児サークル等の整備

島間交流の充実

食育の推進

思春期保健対策の強化

子育て支援の施策(n=56)
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職員

問１２ 青少年健全育成における重要な施策と考えられるテーマ

問１３ 災害に強い村を築くための重要な施策と考えられるテーマ

44.6 

12.5 

23.2 

32.1 

19.6 

12.5 

30.4 

33.9 

53.6 

0.0 

0 20 40 60 

教職員の資質向上

教育環境の整備

子育て支援事業の充実

村外学校との交流促進

学校教育の充実

親子留学等山海留学制度の拡充

青少年の勤労体験等・社会参加の推進

世代間交流の充実

伝統行事を取り入れた学校行事の推進

子ども会活動の充実

青少年健全育成(n=56)

44.6 

12.5 

23.2 

32.1 

19.6 

12.5 

30.4 

33.9 

53.6 

0 20 40 60 

避難所の整備

災害危険個所の点検と整備及びマップ作成

定期的な防災訓練の実施

自主防災組織の強化・推進

要援護者対応等の強化

避難所への道路整備

防災知識の普及啓発

食糧の備蓄

電気、ガス、水道（ライフライン）の確保

災害に強い村を築くためのテーマ(n=56)
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職員

問１４ 農業振興のために重要な施策と考えられるテーマ

問１５ 漁業振興のための重要な施策と考えられるテーマ

57.1 

67.9 

37.5 

26.8 

17.9 

21.4 

3.6 

3.6 

0 20 40 60 80 

販売ルートの確保

担い手の確保

基盤整備

新しい農産物の開発

地産地消の推進

観光・体験型農業の展開

有機農家の促進

現在のままでよい

農業振興のためのテーマ(n=56)

42.9 

23.2 

71.4 

26.8 

28.6 

19.6 

17.9 

0 20 40 60 80 

流通経路の整備

漁港の整備

担い手の確保

燃料・漁具等の斡旋

漁場の有効活用

漁業研修による資質向上

瀬渡し・遊漁船等の広報

漁業振興のためのテーマ(n=56)
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職員

問１６ 農業、畜産、漁業以外でどのような産業を生かした村づくりを進めるべ

きか

問１８ 村からのお知らせを有効的に伝える方法

一次産品を使った

食品製造業（魚の

加工、製塩、特産

品開発等）

21.4%

自然・歴史・文化・

芸術等、島の宝を生

かした観光交流産業

26.8%

太陽光・風力・地

熱・バイオマス等の

再生可能エネルギー

産業

26.8%

観葉植物・薬草等の

固有の希少資源を商

品化する産業

17.9%

健康・介護・福祉

サービス業

7.1%

農業、畜産、漁業以外での産業を生かした村づくり

(n=56)

防災無線の放送内容

の充実

26.8%

広報誌の情報量の充

実

7.1%

ホームページの情報

量の拡充
12.5%

防災メール（携帯電

話メール）

5.4%

LINEや

Twitter等のア

プリ（スマホ等

SNS）の導入
48.2%

その他

0.0%

村からのお知らせを有効的に伝える方法(n=56)
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職員

問１９ 村の DX 推進について、どのような施策が必要か

問２０ 地域づくりの活性化について、どのような施策が必要か

35.7 

21.4 

10.7 

12.5 

7.1 

16.1 

37.5 

32.1 

0 20 40 

ネット利活用セミナーの開催

マイナンバー普及と活用

（行政サービス・オンライン申請等）

１次産業のデジタル化プロジェクト

GIGAスクールの推進

健康管理アプリの導入

さらなるデジタル基盤の整備

デジタル人材の育成・確保

電子申請の拡充

村のDX推進 (n=56)

21.4 

23.2 

21.4 

7.1 

7.1 

16.1 

16.1 

25.0 

32.1 

0 20 40 

職員の中期的な出張滞在

島への職員配置

定期的な話し合い

日常的なチャットでの情報交換

地域担当職員リーダーのリーダーシップ

地域づくりに関連する制度の学習

先進地の事例学習及び視察

島間の情報交換

モチベーションの向上

地域づくりの活性化(n=56)
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職員

問２１ 村政座談会

問２２ 役場（本庁舎）が鹿児島市にあることについて

現在のままでよい
78.6%

改善したほうが良い

8.9%

なくても良い

7.1%

その他
5.4%

村政座談会(n=56)

適当であると思う
92.9%

不適当であると思う

3.6%

その他
3.6%

役場（本庁舎）が鹿児島市にあることについて

(n=56)
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職員

問２３ 出張所の機能

問２４ 本庁舎移転

現状維持が望ましい
57.1%

出張所機能を拡充す

べき

42.9%

その他

0.0%

出張所の機能(n=56)

費用やメリット、デメリッ

トに関係なく役場（本庁）

は将来村内に移すべき
3.6%

出張所に正規職員を
配置すべき

16.1%

出張所の人数を増や

すべき

19.6%

手続きのデジタル化

を実現すべき

30.4%

現状のままでよい
26.8%

その他
3.6%

本庁舎移転(n=56)
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職員

15.4 

14.3 

14.3 

38.5 

33.3 

28.6 

14.3 

26.7 

35.7 

28.6 

30.8 

40.0 

14.3 

35.7 

15.4 

7.1 

7.1 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 

30歳未満

(n=15)

30代

(n=14)

40代

(n=14)

50歳以上

(n=13)

本庁舎移転（年齢別）

費用やメリット、デメリットに関係なく役場（本庁）は将来村内に移すべき

出張所に正規職員を配置すべき

出張所の人数を増やすべき

手続きのデジタル化を実現すべき

現状のままでよい

その他
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